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1　木下秀明著『日本体育史研究序説』「身体 ( の ) 教育」の出現について」1971 年 pp.48-49
　　明治初期には欧米教育論の翻訳の紹介の必要から「physical education」を ｢身体に関する教育 ｣→ ｢ 身体
の教育 ｣あるいは ｢身体教育 ｣という概念を実現。さらに ｢体育 ｣という表現へ向かって展開し始める。
本稿はこの概念の変遷について詳細にはできないが、｢ 体育 ｣ という概念より先に ｢ 身体教育 ｣ の概念


































































































　　形式的陶冶とはそれが実質的陶冶と對照される場合、精神能力・精神的能力の ｢ 教養 ｣ と解され、これ
に對して実質的陶冶は精神内容・文化的内容の ｢習得 ｣をさす。




















　筆者は、2009 年より鹿児島国際大学社会福祉学部児童教育学科（以下K大学と記す）  
14
の特別






































































18　拙稿『体育科教育』大修館書店　2007 年 11 月号 pp.50-53
19　拙稿「鹿児島県における「コミュニケーション能力を高める」プログラム開発の試み - 身体表現を中心



















































































































































実験的授業であることを改めて表明しておきたい。2009 年から 2013 年にかけてこの 5 年間の実






























































31　2012 年からは、表 3・図 2 を学習者に示し、変更の場合はその都度、変更の理由を説明し、学習ノート
























































　2011 年はさらに先行研究  
33
を参考に、｢言葉｣から連想する違うコトバをできるだけ多く書き出










33　柴眞理子著、『身体表現〜からだ・感じて・生きる』、（第 6 章　イメージをめぐって）東京書籍、1993 年、
　　pp.122-152 参照
34　前掲書 23、｢2 章「形」より入りて「形」よりでる　2.1｢ 形 ｣ と ｢ 型 ｣｣　pp.24-25
　　生田は、マルセル・モース（Marcel Mauss）が中核概念としている「ハビトス」を ｢ 型 ｣ とし、「形」と
は区別。｢ 形 ｣ を模倣することが「ハビトス」ではなくその先にあるものが ｢ 型 ｣ である。生田が伝統
芸能で説明した ｢ 型 ｣ は、精神 , 神髄、心という感性的表現のレベルの説明が多いが、その言葉で表現






























































































































































































































































































































































40　田中耕治、｢5 章 1　教育課程編成の構成要件とは何か ｣、『新しい時代の教育課程』、有斐閣、2006 年、
pp.170-178　表の数字は筆者が加えた田中はⅠ．基本要件、Ⅱ．教育条件、Ⅲ．前提条件と三分類し、
さらにそれぞれの構成要件に分離牛それぞれに主な論点の例示をしている。示された論点は 35 である。
















時間配分 ⑧ 1 単位時間、⑨教科等への配当時間、⑩年間の流れ
子ども集団の編制 ⑪集団の規模、⑫異質化原理か等質化原理か、⑬固定的
か、柔軟に変化するか
教職員の配置 ⑭ 教科担任制か学級担任制か、
⑮TTやゲストティーチャーの有無、
教具、施設・設備 ⑯ 教具の種類と数、⑰教室の種類と配置、
⑱オープンスペースの有無
学校間の接続
⑲ 接続校との関係（連携、一貫など）、
⑳入試制度のあり方
Ⅲ
　
前提条件
入学する子ども ㉑発達段階、㉒学力、㉓性格特性、㉔ニーズなど
保護者や地域社会 ㉕学校への期待、㉖協力体制、㉗地域文化など
学校の特色 ㉘伝統、㉙各種教育資源など
接続校、近隣校との関係 ㉚連携の有無、㉛学校間競争の有無
教育課程編成の制度
㉜中央集権による統制か、｢学校を基礎にした教育課程
編成か｣､㉝学校間ネットワークの形成か、㉞学校内での
教育課程経営のあり方、㉟教育課程評価の主体と進め方
